
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

出出前前講講座座  おおももししろろリリササイイククルル 実実 験験

じっけん
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重合 

スチレン 

ポリスチレン 

d‐リモネン 

発泡スチロールを溶かそう 

手順 
１．リモネンにちぎった発泡

スチロールを溶してみる 

２．ガラス棒で混ぜると次第に

発泡スチロールが小さくなる 

３．発泡スチロールが溶けて液

体になることを確認しよう 

発泡スチロールを作ろう 

手順 
１．発泡剤入りのスチロール樹脂

を手でよくこねて、米粒くらい

の大きさにちぎる 

２．これを熱湯の中へ入れてどうなるか

みてみよう 

オレンジ油の中に発泡スチロールを入れるとビックリする程たくさん溶けます。これはオレ

ンジ油にリモネンという物質が含まれているためです。リモネンはオレンジの香りを構成す

る物質の一つで果皮に含まれています。また、石油系の溶媒などでも発泡スチロールを溶

かすことは出来ますが、実験では毒性の低さからリモネンの方が安全です。 

リモネンに発泡スチロールが溶ける理由

リモネンはスチレンモノマーと分子構造が似ているため、混ぜるとお互いに溶け合おうとする性質があります。 

そのため、リモネンに発泡スチロール（スチロール樹脂）を入れると、水に砂糖が溶けるように簡単に溶けます。 

リモネン 

アセトン 

発泡スチロール 
リモネン中ではベンゼン環の相互作用が

断ち切られ、鎖状構造となって溶けるので

透明なコロイド溶液になります。 

アセトンにはスチロール樹脂の構造を維持した

まま溶けるので不透明なペースト状になります。 


